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［1-3-1］実際の試合での調査

声出し応援再開に向けた産総研などの研究スキーム

2

［1-1］声出し時のマスク効果

［2］声出し応援のリスク評価の再評価

声出し応援に関す
るガイドライン
（STEP1）

Jリーグ

運営検証

STEP2に向けて運
営検証結果に基づ
くガイドライン改定

STEP1対象試合
6/11、12
2試合

STEP3に向けて

産総研の取り組み

STEP1対象試合前

［1-2］声出し応援のリスク評価
情報
提供

情報
提供

情報
提供

今回の報告

6月10日公開の
主な研究成果

STEP2対象試合
7/2、6
6試合 ［1-3-2］実際の試合での調査

マスク着用率 観客の声援

STEP3に向けて運
営検証結果に基づ
くガイドライン改定
などの検討

情報
提供

情報
提供

運営検証

情報
提供

https://www.aist.go.jp/aist_j/new_research/2022/nr20220610/nr20220610.html
https://www.aist.go.jp/aist_j/new_research/2022/nr20220610/nr20220610.html


調査対象試合（STEP2）
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試合 日程 会場 カメラ撮影 レーザー
レーダー

マイクロホ
ンアレイ

CO2測定

明治安田生命Ｊ２
リーグ第24節 2022/7/2 ソユースタジ

アム
実施 実施* 実施

明治安田生命Ｊ２
リーグ第24節 2022/7/2

ＮＤソフトス
タジアム山

形

実施 実施* 実施

明治安田生命Ｊ２
リーグ第24節 2022/7/2

ケーズデン
キスタジア

ム水戸

実施 実施 実施

明治安田生命Ｊ１
リーグ第20節 2022/7/6

カシマサッ
カースタジア

ム

実施 実施 実施 実施

明治安田生命Ｊ１
リーグ第20節 2022/7/6 味の素スタ

ジアム
実施 実施* 実施

明治安田生命Ｊ１
リーグ第20節 2022/7/6 日産スタジ

アム
実施

実施*
実施

*騒音計でデシベルのみ簡易計測を実施



［1-3-2］7月のSTEP2試合における声出し応援の段階的導入時の調査
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評価項目 概要

声出し応援エリアの運用状況
・声出し応援エリアの入退場等について、円滑なオペレーションができ
ているかをレーザーレーダーにより調査

声出し応援エリアのソーシャル
ディスタンシングの把握

・ハンディカメラによる撮影およびAIによる解析
・お客様同士の平均距離などを経時的に計測
・拍手や万歳など10種類程度の行動の計測

スタジアム内の密の程度の評価
および換気状況の把握

・声出し応援の観客席を中心として、CO2濃度計測器による濃度計測

リアルタイムマスク着用率の把握

・カメラによる撮影およびAIによる解析
・リアルタイムマスク着用率の計測
・マスク着用率をリアルタイムで計測し90%を下回ることがあれば
運営本部に連絡

観客の応援状況などの把握
・マイクロホンアレイによる計測およびAIによる解析
・声出し応援の計測および音による盛り上がりの計測

カメラ マイクロホンアレイ CO2計



［1-3-2］実際の試合での調査：STEP2（7/2、7/6の６試合）の結果
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評価項目
声出し応援席の
状況・ルール

STEP1：2試合（6/11、12） STEP2：6試合（7/2、7/6）

マスク着用率の把握
・不織布マスク着
用の義務化

・声出し応援席の
飲食を禁止（水分
補給はOK）

• 声出し応援エリアのマスク着用率：

試合中 99.7〜99.8 %
• 一般席（96.8%）や、声出し応援再
開前の結果（94.3%）と比較して非
常に高い着用率

• 声出し応援エリアのマスク着用率：

試合中 99.3〜99.8 %
• ハーフタイムの着用率は、暑い日ほ
ど低下傾向にあった。

声出し応援

エリアの
観客間距離

の把握

声出し応援席
STEP1格子配置
（25%収容）
STEP2市松配置
（50%収容）

• 試合中に格子の座席位置を守ってい
る割合は94.5〜97.0%であった。

• 守っていないケースの大半は子供が
親と近くにいるケースであった。

• 解析中

スタジアム内

の密の程度
の評価

声出し応援席

STEP1格子配置
（25%収容）
STEP2市松配置
（50%収容）

• 声出しエリア、一般席ともに、CO2濃
度は高くても500ppm程度であり、
空気が停滞しているような状況は確
認されなかった。

• 声出しエリア、一般席ともに、CO2濃
度は平均で400-500ppm（最大
で758ppm）程度であり、空気が停
滞している状況は確認されなかった。

観客の応援

状況などの
把握

（・マイクロホンアレイによ
る計測およびAIによる解析
を実施）

特に規制なし

• ホーム声出し応援エリアの声出し応
援割合は、120分中88分〜95分
（73.3%〜79%）であった。ただし、こ
の数字については現在、集計窓幅を5
秒から0.3秒に変更して再計算中。

• 一般席（声出し応援席禁止席）からの
声出し応援状況は、マイクロホンアレ

イによる解析中であるが、現地で確認

する限り一般席からの声出しは確認
されなかった。

• 声出し応援エリアの声出し応援割合
は，調査した２試合では、120分中51
分〜63分（42.5%〜52.5%） であっ
た*。

• 音源分離により声出し応援のみを抽
出し，声出し・禁止エリア間の音量差
を計測し、拍手と打楽器を除いた声出

し応援区間で，禁止エリアの音量が小
さいことを確認

• 声出し応援エリアの声出し応援割合は、STEP1の前回 (6/10, 11) の結果より減少しているが，これは集計窓幅を5秒から0.3秒に変更したため。
リスク評価 (飛沫発生時間の正確な計測) の観点から0.3秒がより適切なため，6月の結果も後日再集計予定。



［1-3-2］マスク着用率結果
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6/11

6/12

7/2

7/6

STEP１ 格子

STEP２ 市松

前回報告分

29.7度

30.1度

23.4度

26.0度

25.3度

28.5度

22.8度

23.8度

味の素スタジアム日産スタジアム 気温

マスク着用率（%）

■試合中 ■ハーフタイム



［1-3-2］気温とマスク着用率の関係

気温
[ ℃ ]

気温
[ ℃ ]

着用率
[ % ]着用率

[ % ]

試合中 ハーフタイム

試合中は気温に関わらずしっかりとマスクを着用しているが
ハーフタイムには気温が高いほどマスクを外す（水を飲んでいるのか？）など
メリハリをつけて感染対策をしていることがデータからうかがえる



［1-3-2］ CO２濃度の結果まとめ
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場所

ソユースタジアム
7⽉2⽇ 14時ー16時

ケーズデンキスタジアム⽔⼾
7⽉2⽇ 18時ー20時

NDソフトスタジアム⼭形
7⽉2⽇ 19時ー21時

箇所数 平均値
(最⼩―最⼤) 箇所数 平均値

(最⼩―最⼤) 箇所数 平均値
(最⼩―最⼤)

ホーム声出しエリア 10 422
(400―456) 14 462

(421―574) 11 480
(425―758)

ビジター声出しエリア 2 429
(418―446) 4 462

(430―547) 4 447
(409―547)

メインスタンド ー ー 6 446
(422―511) 2 479

(439―569)

バックスタンド 4 431
(414―447) ー ー 2 461

(425―534)

場所

カシマサッカースタジアム
7⽉6⽇ 19時ー21時

味の素スタジアム
7⽉6⽇ 19時ー21時

⽇産スタジアム
7⽉6⽇ 19時ー21時

箇所数 平均値
(最⼩―最⼤) 箇所数 平均値

(最⼩―最⼤) 箇所数 平均値
(最⼩―最⼤)

ホーム声出しエリア 12 431
(414―477) 15 488

(430―777) 14 508
(434―710)

ビジター声出しエリア 2 437
(421―484) 2 464

(427―571) 4 455
(421―518)

メインスタンド 3 431
(413―466) 4 436

(418―464) ー ー

バックスタンド 4 436
(416―475) ー ー 6 463

(416―504)
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［1-3-2］ CO２計測結果 7月6日（横浜 日産スタジアム）
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［1-3-2］ CO２計測結果 7月6日（横浜 日産スタジアム）

ホーム 声出しあり
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A-4 ホーム 23-150 A-5 ホーム 23-110 A-16 ホーム 12-38
A-17 ホーム 6-108 A-18 ホーム 6-148 A-19 ホーム 6-228
A-20 ホーム 6-308 A-21 ホーム 6-378 A-22 ホーム 12-408
A-23 ホーム 12-250 A-24 ホーム 8-448

バックスタンド 声出しなし
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A-6 バックスタンド 25-450

A-8 バックスタンド 25-368

A-13 バックスタンド 10-406

A-14 バックスタンド 10-428

A-15 バックスタンド 10-448

ビジター 声出しあり
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A-9 ビジター 25-340
A-10 ビジター 25-250

A-11 ビジター 6-228

A-12 ビジター 6-310

観客数の多いホーム声出し応援エリアの
CO2濃度は上昇し、変動が大きいが、大半
は650ppmより低く、空気が滞留する傾向
は見られない



［1-3-2］ AIによる声出し応援の検出結果 [%]

• 声出し応援エリアの声出し応援割合は，52.5 % (鹿島) ~ 42.5 % (味の素) であった

※ 前回 (6/10, 11) の結果より応援割合が減少しているが，集計窓幅を5秒から0.3秒に変更したため．
リスク評価 (飛沫発生時間の正確な計測) の観点から0.3秒がより適切なため，6月の結果も後日再集計予定．

声出し応援 (42.5%)
非意図的歓声(1.3%)

拍手 (41.9%)
楽器応援 (42.9%)

時間 [分]

声出し応援 (52.5%)
非意図的歓声(1.7%)

拍手 (55.4%)
楽器応援 (65.7%)

鹿島スタジアム

味の素スタジアム



• 音源分離により声出し応援のみを抽出し，声出し・禁止エリア間の音量差を計測

• 拍手と打楽器を除いた声出し応援区間で，禁止エリアの音量が小さいことを確認

禁止エリアでも単純な音量は大になりうる

前半 後半 全区間

鹿島スタジアム -8.16 -7.30 -7.71
味の素スタジアム -2.65 -3.88 -3.29

音色情報を用いて
拍手と打楽器を抑圧

AIによる声出し区間の抽出 場所ごとに音量を計算し
差 (dB) を算出

［1-3-2］エリア間の声出し応援の音量差の測定


